振り向くと、ポーラが肩をすくめてそういった。
「確率的に、かなりキビシイけど、目がないわけじゃないもんな
と、ジェフがメガネのふちをクイッとあげる。ぼくに賛成してくれるんだね!520〓
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でも、サマーズへ行くっていってもどうやって海を越えればいいんだろう……。
「あ……」モノトリーさんの部屋を出た所で、ポーラが急に、頭を抱えて立ち止まった。
「どうしたんだい!どこか痛いのかい?
「ううん……大丈夫……ちよっとめまいがしただけ……。ただ、今、サマーズに行くにはス
リークへって、強く感じたの」
スリーク?なぜいまさら……でも、ポーラの超能力は確かだものな。
「よし、まずはスリークへ行こう!」
ぼくらがエレベーターに乗ろうとしたところへ、トンズラさんたちが現れた。
「オレたちがトイレに行っている間にカタがついちまったみたいだな、イエイ!」
「スリークへ行くなら通り道だ。Ok、オレたちのトラベリング・バスで送るぜ!」
ぼくらは、トンズラさんたちのイカシたバスで一路、スリークへ!2)円
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